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川崎市総合計画 第２期実施計画 素案
川崎市行財政改革 第２期プログラム 素案



川崎市総合計画第２期実施計画について
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川崎市総合計画第２期実施計画素案
（平成３０年度～平成３３年度）



めざす都市像・基本目標・政策体系
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成長と成熟の調和による持続可能な最幸のまち かわさき

めざす都市像

まちづくりの基本目標

安心のふるさとづくり 力強い産業都市づくり

※「最幸」とは・・川崎を幸せのあふれる「最も幸福なまち」にしていきたいという思いを込めて使用しています。

さいこう

政策体系 ５つの基本政策と２３の政策

災害対策
高齢・障害者施策

子育て環境整備など

産業振興・
都市拠点整備・
交通施策など



 川崎市総合計画の構成及び計画期間について

構成・計画期間
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30年程度を展望

実施計画
（政策体系別計画・

区計画）

基本
計画

概ね１０年の長期計画

第１期
（２年）

基本
構想

第２期
（４年）

第３期（想定）

（４年）

H34～37H30～33H28～29計画期間
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総合計画

第２期実施計画

「将来を見据え
て乗り越えなけ
ればならない課
題」への対応

「積極的に活用
すべき川崎の
ポテンシャル」を
最大限に活用

「新たな飛躍に
向けたチャンス」
を的確に捉える

計画策定にあたっての基本認識

各施策へ反映

課題や強みを整理・分析
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(1)将来を見据えて乗り越えなければならない課題
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基本認識

158.7万⼈

年少人口が最大
（13年後）

生産年齢人口が最大
（８年後）

増え続ける
高齢人口

少子高齢化の更なる進展、人口減少への転換、生産年齢人口の減少



(2) 積極的に活用すべき川崎のポテンシャル
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音楽のまち・かわさき スポーツのまち・かわさき

映像のまち・かわさき

ミューザ川崎シンフォニーホール

ミューザ川崎が平成28（2016）年度 地域創造大賞（総務大臣賞）を受賞

学校現場等における映像制作活動の支援

〈サッカー･Ｊ１リーグ〉 川崎フロンターレ

・かわさきスポーツパートナー

・川崎国際多摩川マラソン

・多摩川リバーサイド駅伝ｉｎ川崎

・国際トランポリンジャパンオープン

・東京2020ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸに向けた取組
映画「シン・ゴジラ」連携イベント
（平成28年度） ©TOHO CO.,LTD.

〈バスケットボール･B.LEAGUE〉 川崎ブレイブサンダース

基本認識

© KAWASAKI FRONTALE

© KAWASAKI BRAVETHUNDERS 



(3) 新たな飛躍に向けたチャンス
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基本認識

殿町地区
「キングスカイフロント」
（イノベーション創出）

空港跡地第２ゾーン
「ホテル・複合業務施設」

空港跡地第１ゾーン
「新産業創造・発信拠点」

羽田空港跡地地区（第１ゾーン・第２ゾーン）と
殿町地区の連携を強化

⽻⽥連絡道路

連 携



５つの基本政策
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基本政策 １

生命を守り生き生きと暮らすことができるまちづくり

基本政策 ２

子どもを安心して育てることのできるふるさとづくり

基本政策 ３

市民生活を豊かにする環境づくり

基本政策 ４

活力と魅力あふれる力強い都市づくり

基本政策 ５

誰もが生きがいを持てる市民自治の地域づくり



10

安全に暮らせるまちをつくる

防犯対策の推進

交通安全対策の推進

ユニバーサルデザインのまちづくりの推進

地域の生活基盤となる道路等の維持・管理

災害から生命を守る

災害・危機事象に備える対策の推進

地域の主体的な防災まちづくりの推進

まち全体の総合的な耐震化の推進

消防力の総合的な強化

安全・安心な暮らしを守る河川整備

水の安定した供給・循環を支える

安定給水の確保と安全性の向上

下水道による良好な循環機能の形成

誰もが安心して暮らせる地域のつながり・しくみをつくる

総合的なケアの推進

高齢者福祉サービスの充実

高齢者が生きがいを持てる地域づくり

障害福祉サービスの充実

障害者の自立支援と社会参加の促進

誰もが暮らしやすい住宅・居住環境の整備

生き生きと暮らすための健康づくり

確かな暮らしを支える

確かな安心を支える医療保険制度等の運営

自立生活に向けた取組の推進

市民の健康を守る

医療供給体制の充実・強化

信頼される市立病院の運営

健康で快適な生活と環境の確保

基本政策１ 生命を守り生き生きと
暮らすことができるまちづくり



政策1-1 災害から生命を守る
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・各区２回の総合防災訓練の充実
・避難所運営体制の強化

課題

取組

熊本地震等の教訓として
全市を挙げた防災力の強化が必要

施策1-1-1 災害・危機事象に備える対策の推進



政策1-1 災害から生命を守る

12

・地域の災害リスクや
事前の備えを正しく
伝える工夫

・市民の危機意識醸成
のための取組強化

課題

取組

避難所を知っている人の割合や
家庭内備蓄を行っている人の割合低下

施策1-1-1 災害・危機事象に備える対策の推進

「号外！備える。かわさき」



政策1-2 安全に暮らせるまちをつくる
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南武線主要駅などへのホームドア等の整備の促進

課題

取組

身近な鉄道駅における安全性・利便性の
向上に向けた取組が必要

施策1-2-3 ユニバーサルデザインのまちづくりの推進

ホームドア（東急溝の口駅）



政策1-4 誰もが安心して暮らせる
地域のつながり・しくみをつくる
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・地域包括ケアシステムの構築に向けた
ネットワークの強化

・介護サービス基盤を整備

施策1-4-1 総合的なケアの推進 施策1-4-2 高齢者福祉サービスの充実

課題

取組

誰もが住み慣れた地域や自らが望む場で
安心して暮らせる地域の実現

特別養護老人ホームの整備
資料︓健康福祉局調べ

（年度）

（人）
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安心して子育てできる環境をつくる

子育てを社会全体で支える取組の推進

質の高い保育・幼児教育の推進

子どものすこやかな成長の促進

子どもが安心して暮らせる支援体制づくり

未来を担う人材を育成する

「生きる力」を伸ばし、人間としての在
り方生き方の軸をつくる教育の推進

一人ひとりの教育的ニーズへの対応

安全で快適な教育環境の整備

学校の教育力の向上

生涯を通じて学び成長する

家庭・地域の教育力の向上

自ら学び、活動するための支援

基本政策２ 子どもを安心して育てることの
できるふるさとづくり



政策2-1 安心して子育てできる
環境をつくる
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小児医療費助成制度の拡充
（入院医療費の所得制限廃止）

施策2-1-1 子育てを社会全体で支える取組の推進

課題

取組

子育てに不安や負担感を感じる家庭を
支える、安心して医療が受けられる
環境づくり



政策2-1 安心して子育てできる
環境をつくる
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・４年間で新たに７０００人以上の
認可保育所等の受入れ枠を確保

施策2-1-2 質の高い保育・幼児教育の推進

課題

取組

若い世帯や共働き世帯の増加による
保育需要に対応した受入枠の確保

保育園での活動の様子

・保育所整備を誘導する
ための容積率緩和の
仕組みの導入

・幼稚園における一時預か
りや低年齢児受入の促進



政策2-2 未来を担う人材を育成する
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学校トイレの改修工事を加速化

施策2-2-3 安全で快適な教育環境の整備

課題

取組

学校トイレ改修前 学校トイレ改修後

安全で快適な教育環境の整備



政策2-3 生涯を通じて学び成長する
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・「地域の寺子屋事業」をすべての
小・中学校へ拡大

施策2-3-1 家庭・地域の教育力の向上 施策2-3-2 自ら学び、活動するための支援

課題

取組

地域ぐるみで子どもを育てて、
地域の教育力を向上

地域の寺子屋学習支援の様子

・教室を活用し、
大人も学ぶ・集う
学校へ
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環境に配慮したしくみをつくる

地球環境の保全に向けた取組の推進

地域環境を守る

地域環境対策の推進

持続可能な循環型のまちをめざした
取組の推進

緑と水の豊かな環境をつくりだす

協働の取組による緑の創出と育成

魅力ある公園緑地等の整備

多摩丘陵の保全

農地の保全・活用と「農」とのふれあいの推進

多摩川の魅力を活かす総合的な取組

基本政策３
市民生活を豊かにする環境づくり
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一人当たりのごみ排出量（ｇ） 人口（万人）

政策3-2 地域環境を守る
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「ごみゼロカフェ」の開催など市民参加に
よるごみの減量化・資源化を推進

課題

取組

今後も人口増加が見込まれる中で、
ごみの減量化・資源化の推進が必要

施策3-2-2 持続可能な循環型のまちをめざした取組の推進

ごみゼロカフェ



政策3-3 緑と水の豊かな環境をつくりだす
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課題

取組

緑に関わるさまざまな人材の確保と育成

施策3-3-2 魅力ある公園緑地等の整備

生田緑地

多様な主体が参加するグリーンコミュニ
ティによる緑の取組の推進

植樹祭の様子



政策3-3 緑と水の豊かな環境をつくりだす
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課題

取組

施策3-3-2 魅力ある公園緑地等の整備

・利用価値を高める公園緑地づくり
・多摩川の利活用による賑わい創出

多摩川等々力緑地

公園緑地の魅力向上を図り、
市民に親しまれる都市公園の創出
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臨海部を活性化する

臨海部の戦略的な産業集積と基盤整備

広域連携による港湾物流拠点の形成

市民に開かれた安全で快適な
臨海部の環境整備

川崎の発展を支える産業の振興

アジアを中心とした海外での
事業展開支援の強化

魅力と活力のある商業地域の形成

中小企業の競争力強化と
活力ある産業集積の形成

都市農業の強みを活かした農業経営の強化

新たな産業の創出と
革新的な技術による生活利便性の向上

ベンチャー支援、起業・創業の促進

地域を支える産業の育成・
市内事業者等の新分野への進出支援

科学技術を活かした研究開発基盤の強化

スマートシティの推進

ＩＣＴ（情報通信技術）の活用による
市民利便性の向上

生き生きと働き続けられる環境をつくる

人材を活かすしくみづくり

働きやすい環境づくり

基本政策４
活力と魅力あふれる力強い都市づくり



基本政策４
活力と魅力あふれる力強い都市づくり
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スポーツ・文化芸術を振興する

スポーツのまちづくりの推進

市民の文化芸術活動の振興

音楽や映像のまちづくりの推進

戦略的なシティプロモーション

都市イメージの向上とシビックプライドの醸成

川崎の特性を活かした観光の振興

良好な都市環境の形成を推進する

安全で安心して快適に暮らせる
計画的なまちづくりの推進

地域の主体的な街なみ形成の推進

魅力ある都市拠点を整備する

魅力にあふれた広域拠点の形成

個性を活かした地域生活拠点等の整備

総合的な交通体系を構築する

広域的な交通網の整備

市域の交通網の整備

身近な交通環境の整備

市バスの輸送サービスの充実



政策4-1 川崎の発展を支える産業の振興
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地元中小企業の活性化に向けた、
業種に応じたきめ細やかな支援の実施

課題

取組

国際競争など、厳しい経営環境におかれて
いるが、地域社会に欠かせない中小企業
への支援

施策4-1-3 中小企業の競争力強化と活力ある産業集積の形成

川崎の発展を支える市内中小企業



政策4-2 新たな産業の創出と革新的な技術
による生活利便性の向上
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・開業率の向上に向けた起業促進
・新産業創出を目指す企業への成長支援

課題

取組

次代を支える産業を創出し、市内産業活性
化を図るための起業・創業の支援

施策4-2-1 ベンチャー支援、起業・創業の促進

産学交流・研究開発施設

（ＡＩＲＢＩＣ））完成イメージ
起業家オーディション授賞式



政策4-4 臨海部を活性化する
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課題

取組

グローバル化の進展に対応した新産業創
出や川崎港の国際競争力の強化

施策4-4-1 臨海部の戦略的な産業集積と基盤整備 施策4-4-2 広域連携による港湾物流拠点の形成

臨海部の持続的発展に向けた戦略拠点
の形成や川崎港の新規航路の誘致

キングスカイフロント
研究開発・賑わい・交流拠点

完成イメージ

川崎港（東扇島地区）



政策4-7 総合的な交通体系を構築する

29

コミュニティ交通導入等の支援や、
地域の足の確保するための手法の検討

課題

取組

超高齢社会の到来を見据えた
身近な交通手段の確保

施策4-7-3 身近な交通環境の整備

駅前広場整備による
路線バスサービスの充実

岡上西地区コミュニティ交通
運行実験



政策4-8 スポーツ・文化芸術を振興する
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誰もが自分らしく暮らし、自己実現を目指せる
地域づくりに向けて「かわさきパラムーブメント」
を推進

施策4-8-1 スポーツのまちづくりの推進

課題

取組

東京2020オリンピック・パラリンピックを契機
としたまちづくり

かわさきPARAフェス2017夏での
車いすバスケ体験

英国オリンピック代表チーム
事前キャンプ契約締結式



政策4-8 スポーツ・文化芸術を振興する
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誰もがスポーツ・文化芸術に親しめる環境
づくりの推進

施策4-8-1 スポーツのまちづくりの推進 施策4-8-2 市民の文化芸術活動の振興

課題

取組

スポーツ・文化芸術を通じたダイバーシティ
とソーシャル・インクルージョンの推進

田島支援学校 桜校での
音楽コンサートの様子

富士通スタジアム川崎で開催された
「ブラインドサッカークラブチーム選手権」

（C）JBFA



32

参加と協働により市民自治を推進する

市民参加の促進と多様な主体との
協働・連携のしくみづくり

迅速で的確な広報・広聴と
市民に開かれた情報共有の推進

共に支え合う地域づくりに向けた
区役所機能の強化

人権を尊重し共に生きる社会をつくる

平等と多様性を尊重した
人権・平和施策の推進

男女共同参画社会の形成に向けた
施策の推進

基本政策５
誰もが生きがいを持てる市民自治の地域づくり



政策５-１ 参加と協働により市民自治を推進する

33

地域と多様な主体をつなぐ

中間支援組織の機能強化

施策5-1-1 市民参加の促進と多様な主体との協働・連携のしくみづくり

課題

取組

地域課題などの効果的な解決に向け、
多様な主体と協働・連携した地域づくり

協働・連携ポータルサイト
「つなぐっど KAWASAKI」

町内会関係者による
子どもの見守り活動



政策５-２ 人権を尊重し共に生きる社会をつくる

34

様々な差別をなくし、
ダイバーシティ（多様性）
が尊重される地域社会
の実現に向けた取組

施策5-2-1 平等と多様性を尊重した人権・平和施策の推進

課題

取組

多様な市民の権利を尊重する取組の推進

川崎市ブランドメッセージ



区計画
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めざすべき区役所像に基づく取組

地域包括ケアシステムのさらなる推進

地域防災力のさらなる強化

地域課題の解決に向けた
「新たなしくみ」の構築



(1)市民目線に立った行政サービスを総合的に提供する

区役所

(2)共に支え合う地域づくりを推進する区役所

(3)多様な主体の参加と協働により地域の課題解決を

図る区役所

区計画
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めざすべき区役所像に基づく取組

子育て支援イベント
（川崎区）

大学と地域との交流
（多摩区３大学コンサート）

（多摩区）



▼ 多世代交流などの場づくりや、地域の見守り体制の

構築などの地域づくり

▼ 支え合いの地域づくりを進めるなど、「誰もが住み慣

れた地域や自らが望む場で安心して暮らし続けること

ができる地域」の実現

区計画
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地域包括ケアシステムのさらなる推進

地域での支えあいの取組
（宮前区）

健康づくり、多世代交流の場
として親しまれる
「高津公園体操」
（高津区）



▼ 区災害対策本部体制の強化

▼ より実践的な内容を主眼とした区総合防災訓練の

実施など、地域と連携した取組

▼ 自助・共助（互助）・公助の考えに基づく地域防災力の

強化

区計画
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地域防災力のさらなる強化

自主防災組織による
訓練の様子
（麻生区）

避難所開設訓練
（幸区）



▼ 参加と協働による地域課題の解決の「新たなしくみ」の

構築に向け、「（仮称）今後のコミュニティ施策の基本的

考え方」の策定に向けた検討

▼ 区における中間支援のあり方などについて検討

区計画
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地域課題の解決に向けた「新たなしくみ」の構築

ワークショップの様子
（中原区）



今後の行財政運営について
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行財政改革第２期プログラム素案

「行財政改革の推進」

 「総合計画」に掲げる政策・施策の着実な推進に向けて

「持続可能な行財政基盤の構築」

今後の財政運営の基本的な考え方
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計画の目的と位置付け
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（１） 市民ニーズと地域課題の的確な把握

（２） 市民サービスの「質的改革」の推進

（３） 市役所内部の「質的改革」の推進

（４） 効率的・効果的な行財政運営による「持続可能な
最幸のまち」の実現

 市民ニーズを的確に把握し、地域に根差した課題解決を行います。

 必要なサービスをより質の高いものとして確実に届けます。

 職員と市役所組織の質の向上を図ります。

 将来的な効果創出も見据えた効率的・効果的な行財政運営に取り組み
ます。

基本理念
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１
取組 「共に⽀える」

地域課題の解決等に向けた多様な主体の参加と協働・連携の推進

２
取組 「再構築する」

市⺠サービスの向上に向けた効率的・効果的な⾏財政運営の推進

３
取組 「育て、チャレンジする」

質的改⾰の推進に向けた⼈材育成や意識改⾰、多様な⼈材が活躍
できる職場づくり

改革の取組
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改革の取組
取組１「共に支える」

地域課題の解決等に向けた多様な主体の参加と協働・連携の推進

取組１「共に支える」

（１） 参加と協働・連携による多様な主体が

共に担うまちづくりの推進

（２） 区役所改革の推進

（３） 市民との積極的な情報共有の推進
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改革の取組事例
取組１「共に支える」

 地域での互助の土壌となる顔の見える関係づくり
 日頃から地域で助け合う関係づくり

 区役所の地域コーディネート機能の強化
 さまざまな工夫による幅広い世代の参加の促進

コミュニティ
施策の推進

地域包括
ケアシステム

の構築

地域防災力
の向上
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改革の取組
取組２「再構築する」

市民サービスの向上に向けた効率的・効果的な行財政運営の推進

取組２「再構築する」

（１） 市民ニーズへの的確な対応に向けた組織の最適化

（２） 市民サービス向上に向けた民間部門の活用

（３） 給与制度・福利厚生事業の見直し

（４） ＩＣＴの更なる活用

（５） 債権確保策の強化

（６） 戦略的な資産マネジメント

（７） 入札・契約制度改革

（８） 資金の調達と運用の安定化・効率化

（９） 特別会計の健全化

（１０）公営企業の経営改善

（１１）出資法人の経営改善・活用

（１２）地方分権改革の推進

（１３）内部の業務改善による事務執行の効率化

（１４）将来を見据えた市民サービス等の再構築
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改革の取組事例
取組２「再構築する」

（１） 市民ニーズへの的確な対応に向けた組織の最適化

取組

（２） 市民サービス向上に向けた民間部門の活用

取組

 簡素で効率的・効果的な執行体制の構築

 安全・安心な市民のくらしを支えるための執行体制の強化

 将来にわたる必要な市民サービスの確実な提供と、その質の一
層の向上を主眼とした民間部門の最大限の活用

（カルッツかわさき（指定管理者制度の導入）） （公立保育所の民営化）
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改革の取組事例
取組２「再構築する」

（５） 債権確保策の強化

取組

（６） 戦略的な資産マネジメント

取組

 政令指定都市第１位をめざした更なる市税収入率の向上

 「施設の長寿命化」、将来の人口減少への転換等を見据えた「資
産保有の最適化」、公共空間等を含めた「財産の有効活用」

（富士通スタジアム川崎（ネーミングライツ）） （道路予定地の駐車場としての有効活用）

97.7％
（H26決算）

98.6％
（H28決算） 過去最⾼を更新︕
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改革の取組
取組３「育て、チャレンジする」

質的改革の推進に向けた人材育成や意識改革、多様な人材が活躍
できる職場づくり

取組３「育て、チャレンジする」

（１） 計画的な人材育成・有為な人材確保

（２） 職員の能力が十分に発揮できる環境

づくり

（３） 職場起点の業務改善の推進に向けた

職員の改革意識・意欲の向上
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改革の取組事例
取組３「育て、チャレンジする」

（１） 計画的な人材育成・有為な人材確保
（３） 職場起点の業務改善の推進に向けた職員の改革意識・意欲

の向上

取組

 効率的・効果的なマネジメントを行う人材、地域の多様な主体をコー
ディネートすることのできる人材など、行政のプロフェッショナルの育成

 職員の意欲的な行動の奨励等による、他部署への改善意識の波及

（「川崎デザインスクール（地域づくり研修）」の様子） （市長と部長級職員との対話の様子）



51

今後の財政運営の基本的な考え⽅
多様化する課題への的確な対応など
必要な施策・事業の着実な推進
財政の健全化により
持続可能な行財政基盤の構築

①継続的な収支の均衡
・平成36年度には収支均衡が図られるよう財政運営
・その後においても、継続的な収支均衡

②プライマリーバランスの安定的な黒字の確保
③減債基金借入金の計画的な返済

１ 効率的・効果的な事業執行の推進

２ 財源確保に向けた取組の推進

３ 将来負担の抑制

４ 「収支フレーム」に沿った財政運営

両立が必要

そのために、次の基本的な考え方に基づく財政運営を進めます

５ 財政運営の「取組目標」



「収支フレーム」に沿った財政運営
⇒「収支フレーム」は持続可能な行財政基盤の構築に向けた指針
「収支フレーム」に沿った財政運営
⇒「収支フレーム」は持続可能な行財政基盤の構築に向けた指針
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今後の財政運営の基本的な考え⽅

収支均衡

（億円）

H36

収支フレーム（素案）（平成29年11月）



スケジュール
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・第
２
期
実
施
計
画

素
案

・第
２
期
プ
ロ
グ
ラ
ム

素
案

策定

平成３０年

２ 月
平成３０年

３ 月パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
手
続

案
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